
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

統合的なコストマネジメントのための管理と技術 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  
－ 総合的なコストマネジメントのための管理と技術 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コストダウン、原価管理、ベンチマーキング、ＶＥ、クロスファンクション 

対象階層：一般～役員 
対象部門：原価管理、資材・購買・調達、製造、企画、設計開発、品質管理など 

コスト「ダウン」のみではなく、コストを「マネジメント」するためのセミナーです。利益・価
値を生み出す「コスト（原価）」と非生産的な「ロス（損失）」の区別、部門別のアプローチ法、
各種の手法などの面から、全社トータルな『コストマネジメント』について学んでいただけます。
コスト管理に携わる方、今までとは違った視点でのコスト管理を狙う方にお勧めのセミナーで
す。 

・総論に加え、コストダウンの技術、部門別の取り組み事例など、コストに関するさまざまな場
面に応じた知識・技術を習得していただけます。 

・講義と事例の組み合わせにより、具体的・実践的に学んでいただけます。 
・産学からの経験豊富な講師が指導にあたります。 

 

・総論／コストマネジメントに 
おける開発段階からの 
統合アプローチ  

・コストマネジメントの技術 
～顧客価値を基軸にした 
「コスト創りこみ」の視点で～ 

1日目(9:20~16:30) 

・ベンチマーキングの 
原価管理への活用 

・事例： 
①資材・購買（調達）の 

コストマネジメント 
②クロスファンクショナルで進める 

コストマネジメント活動 

2日目(9:30~17:45) 

・製造部門の 
コストダウンと 
生産革新（事例含む）  

・総合質疑 

3日目(9:30~16:45) 

 1 

回数 

9/16(水) ～ 18(金) 

日程 

東京 

会場 
一般：69,000円 
会員：60,000円 

※税抜き 
 

参加費 

 

・我が社の方式（やり方）は間違いではないが、グローバルな視野や 1
歩先を行く方法などが学習できて良かった。特にコストを創り込むこ
との大切さ、変える事の大切さが理解できた。  

・自社でも原価企画活動を行っているが、自分の知識として足りないと
ころ、他社の内容と比較できたことで今後やるべきことの方向性が見
えた。  

・会社の中の従来からある考え方が“良い”とされていたが、他社は先を
進んでおり、グローバルの中で勝ち抜くためには新しい知見、知識が
必要と思われる。そういった内容の話が聞け、勉強になった。  

・異業種の具体的なコストマネジメント手法を学ぶ事によって、改善す
べき問題点が明確になる。  

・原価企画活動を行う上で、best of best、ベンチマーク等、科学的手法
がふんだんに活用されていて参考になった。  

・これからコストダウンマネジメントを社内で行なっていく上で、よい
目標ができました。また、その実施方法も多種多様にあることがわか
り、よい検討材料となりそう。 

参加目的は 
達成されましたか？ 

社内に勧められる 
セミナーですか？ 

・伊藤和憲氏（専修大学教授／セミナー運営委員会委員長）ほか、企業の実務経験者や企業の指
導経験を持つコンサルタントなど、経験豊富な講師陣が指導にあたります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

※本パンフレットの掲載情報は、2019 年 12月現在です。
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・我が社の方式（やり方）は間違いではないが、グローバルな視野や 1
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 2020年度 セミナー申込書  
申込日：      年   月   日 

回 数 コース名 開講日 開催地 

第 1 回 コストマネジメントセミナー 9月 16日 東京 
 
No 参加者名

ふ り が な
 事業所・所属・役職 所在地（〒・住所） Tel 

     

     

     

※No欄は記入しないでください。  

連絡担当者名
ふ り が な

  会社名  

事業所・所属・役職  

所在地 
〒 
 

Tel  Fax  

メール  

賛助会員 □一般  □賛助会員（会員番号：         ） 
 

参加費 人数 合計額 

円 ×     人 ＝ 円 
※ご本人の都合が悪くなった場合には、原則として代理の方のご参加をお願いします。やむを得ずお客様の都合でキャンセルされる場合には Faxでご連絡
を願います。なお、その際にはキャンセル料を申し受けます。【キャンセル料】・セミナー開講日の 7 営業日前～2 営業日前のキャンセル→参加費の
20% ・1営業日前 17:00までのキャンセル→参加費の 50% ・1営業日 17:00以降のキャンセル→参加費の 100% 

※ご記入いただいた企業・組織及び個人情報には、参加申込受付処理ならびに日科技連からのセミナー情報ご送付のために使用いたします。また、当該個
人情報は必要なセキュリティ対策を講じ、厳重に管理し、第三者に提供することはありません。なお、お申し込みいただいた方には当連盟のセミナー・
研究会・講演会等をご案内する場合がございます。また、その際、宛名データを外部に委託する場合がありますのであらかじめご了承ください。ただし、
ご要請があればご案内を速やかに中止いたします。 

※参加費は、消費税抜きの金額です。 
2020年度は、消費税転嫁対策措置法の総額表示義務の特例により、税抜価格を表示させていただいております。現在の消費税（10％）を税抜価格とあ
わせて請求させていただきます。 

日科技連・東高円寺ビル（杉並区高円寺南 1-2-1） 

一般財団法人 日本科学技術連盟 セミナー担当 
Tel: 03-5378-1213 ／ Fax: 03-5378-9842 ／ E-mail: tqmsemi@juse.or.jp 

下記申込書に必要事項をご記入のうえ、郵送、Fax、電子メールなどで下記へ申込みください。 
〒163-0704 東京都新宿区西新宿 2-7-1小田急第一生命ビル 4F 
一般財団法人 日本科学技術連盟 「セミナー受付係」宛 
TEL: 03-5990-5849（直通） ／ FAX: 03-3344-3022 ／ E-mail: regist@juse.or.jp 
※お申し込み後、開催の約１ヶ月前に「開催のご案内」（カリキュラム・会場地図などのお知らせ）「参加券」
「請求書」等の必要書類を連絡担当者の方宛に郵送いたします。なお、お支払いについての詳細は請求書
に記載してあります。 




